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１ 重層的支援体制整備事業で市民の「しあわせ」は  （６０分） 

 

バブル経済の崩壊から始まった「失われた３０年」は低賃金・非正

規労働者を一般化して少子・高齢化に不可逆性の刻印を押し付けまし

た。所得格差が拡大し、富裕層はますます富を増し、「持たざる者」

は貧困の蓄積が深刻化し、社会は分断され、孤独・孤立が問題視され

るようになりました。 

 孤独・孤立対策については、本市も３次にわたる地域福祉計画に位

置付けて推進してきたところと認識しています。 

こうした孤独・孤立支援に２０２０年の社会福祉法改正は、「福祉

サービスを必要とする地域住民の地域社会からの孤立」は解決すべき

「地域生活課題」の一つとして位置付けられました。具体的な施策と

しては、市区町村が任意で「重層的支援体制整備事業」を実施できる

ようになりました。ワンストップの相談窓口の設置や、複数の機関に

よる連携支援を可能にする、制度的・予算的な裏付けができ、「近年

では類例のない改革」だとある研究者は評価しています。 

 その方によれば、従来の福祉はいわば「タテ割り」で、支援や給付

を受けるためには、当事者が役所で申請する必要があるが、そうした

支援だけでは、複雑で複合的な課題に対応することが難しくなってい

るという。それは「孤立している人は制度を利用できることを知らな

い、または支援を受けようとしない場合が多い」からだと。ある親子

の事例では、不安定な就労や障害の疑い、家賃未払い、いじめなどの

複数の課題を抱えながら孤立していた。こうしたケースへの対応で求

められるのが「アウトリーチ」と「伴走型支援」だと言います。アウ

トリーチによって、当事者からの依頼を待たずに、支援者側から発

見・接近して、ニーズを把握し、伴奏者型支援によって、就労や障害

などの課題解決にとどまらず、当事者とつながりを持ち続けることが

できます。 

支援の中核を担うのは、主に市区町村の社会福祉協議会（社協）に

置かれる専門職、コミュニティソーシャルワーカーで、支援が必要な

当事者を見つけ出し、支援機関につないだり、サービスを創出したり

して、その人を包み込むネットワークをつくる役割を担うことになる

というものです。本市の重層的支援体制でも中核を担う職責として位

置付けられています。 

 これまでの地域福祉に一歩踏み込んだ取り組みに大いに期待するも

のですが、孤独・孤立は個人の人間関係の自由に関わる問題でもあ

り、市としてどこまで関与し、手をさしのべることができるのか課題

もあると思います。 

 社会福祉活動家によれば、「コミュニティソーシャルワーカーから

話を聞いていると、最初は多くの人が支援を拒否し、『困っていな

い』と言うそうですが、何十回も訪ねて信頼関係ができると、必ずと

いっていいほど困りごとが出てくる」。客観的に支援が必要な状況が

あれば粘り強く働きかけることが本事業に求められると思います。  
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「しあわせ共感 安心のまち つるがしま」。市民のしあわせが地

域経済を活性化します。本事業が抱える課題を解消しつつ、「市民の

しあわせ」を醸成する力となることを期待して、以下質問します。 

（１）「しあわせ」の支障となる事態をどう認識し、対応するのか以

下のそれぞれの場合についてお聞きします。 

ア 高齢者支援 

（ア）医療、介護 

（イ）年金 

（ウ）住居 

イ 障害者支援 

ウ 子育て支援 

（ア）出産 

（イ）結婚 

（ウ）保育 

（エ）教育 

（オ）こども 

エ 「働き方」改革 

（ア）生産年齢層 

（イ）女性 

（ウ）高齢者 

オ 生活困窮者支援 

（２）「地域づくり」について 

ア 地域の現状をどうみているか 

イ 自治会、支え合い協議会、商店会などとコミュニティソーシ

ャルワーカーの関係は 

（３） 多機関協働コーディネーターと「会議体」の関係をどう想定

しているのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


